
北東アジアと
延辺地域

一帯一路、双循環、GTI構想の中で
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Tue. 22 14:30─17:00 08

Wed. 23 10:00─16:00

立命館大学びわこ・くさつキャンパス
アクロスウイング１F Across Lounge

Bエリア：ガラス張りの部屋

全体議論

右記メールアドレス宛に、件名「シンポジウム参加希望」、

本文に①氏名 ②所属 ③役職をご記載のうえお申し込みください。

全体議論

開会挨拶
高屋和子（アジア・日本研究推進プログラム

プロジェクトリーダー/立命館大学経済学部教授）

安国山（延辺大学経済管理学院院長、”一帯一路"と

北東アジア地域協力研究院院長、教授）

安国山（延辺大学経済管理学院院長、”一帯一路"と

北東アジア地域協力研究院院長、教授）

崔成優（延辺大学経済管理学院副院長、教授）

報 告

1
報 告

1 地域物流ルートの現状と展望

中国双循環発展中の延辺地域の位置づけと役割
─国内その他地域との経済関係を中心に

報 告

3
報 告

3

権哲男（図門江地域国際協力開発研究センターセンター長、

朝鮮韓国研究センター経済研究所所長）

報 告

4
報 告

4
中国朝鮮族の移動と東アジア
―日本の留学生受け入れ政策から―

宮島美花（香川大学経済学部教授）

報 告

5
報 告

5
延辺地域と北東アジア地域経済関係の
現状と展望

崔文（吉林省跨境経貿協力研究センター副センター長）

李聖華(延辺大学経済管理学院、”一帯一路”と北東アジア地域

協力研究院副院長)

報 告

6
報 告

6
GVCにおける東アジア生産ネットワーク
展開プロセスからの示唆

董佳祺(立命館大学立命館アジア・日本研究機構リサーチアシスタント)

報 告

2
報 告

2

朱永浩（福島大学経済経営学類経済学コース教授）

RCEPと北東アジア経済協力の
展望ー物流連携の可能性に向けて

参加申込参加申込
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司会：松野周治(立命館大学名誉教授、立命館大学社会システム

研究所上席研究員)

『二重の双循環』についてプロジェクト紹介プロジェクト紹介

司会：松野周治(立命館大学名誉教授、立命館大学社会システム

研究所上席研究員)

司会：権哲男(図門江地域国際協力開発研究センターセンター長、

朝鮮韓国研究センター経済研究所所長）

高屋和子(アジア・日本研究推進プログラム プロジェクトリーダー、

立命館大学経済学部教授)

＜問い合わせ先＞ アジア・日本研究推進プログラム プロジェクトリーダー/立命館大学経済学部教授　高屋和子（ka10taka@ec.ritsumei.ac.jp）

ka10taka@ec.ritsumei.ac.jp

＜共催＞ 立命館大学立命館アジア・日本研究機構 アジア・日本研究推進プログラム
「世界経済の分断と東アジア地域協力の意義：中国の台頭と「二重の双循環」を中心に」、

延辺大学、立命館大学経済学会、北東アジア学会、朝鮮族研究学会


